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【概 要】

生物による炭酸ガスの有機化（炭酸同化作用）は、食糧を初めとする有機資源を

生産する地球上で事実上唯一の反応である。本研究では、現在までに知られている

４種類の炭酸同化経路について、その生化学・遺伝学的特徴を明らかにする。さら

に主に還元的 TCA 回路および３ＨＰ回路で働く炭酸固定酵素について、それらの酵

素が、生物の中心的代謝において普遍的に見られる脱炭酸反応の逆反応、すなわち

炭酸固定反応を行えるようになった要因を生化学、遺伝学、構造生物学側面から解

明し、その進化の道筋を明らかにする。

本研究は地球上に於ける炭素サイクルの理解に不可欠であり、地球上の炭酸ガス

、「 」有機化能力を評価すると言う面で 大気中炭酸ガス濃度の上昇による地球温暖化

評価にも必須の研究である。

【期待される成果】

（１）過去および現在に於いて、地球上でどのようなメカニズムで炭酸ガスが有機

化されているかが理解され、有機化能力試算に有効である。

（２）大気中炭酸ガス濃度の上昇が生物炭酸固定に及ぼす影響が推察できるように

なる

（ ） 、 、 、３ 有機酸を中心とした中心代謝経路の理解により 有機酸発酵 アミノ酸発酵

アルコール発酵、乳酸発酵等の多くの発酵技術に新しい視点を与える。
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